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リバース工法による長尺大口径鋼管矢板の施工
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要 約

東京都三郷浄水場排泥調整池築造その他工事において,土留壁として長尺大口径鋼管矢板が採用さ

れた｡本稿は当工事の施工内容及び施工実績について概略の報告を行なうものである｡

当工事の特徴として

① リ,ヾ-ス工法による平面連続削孔を行なったこと

② 長尺で高精度の削孔を行なう必要があったこと

③ 無騒音,無振動工法であること

⑥ 土留壁として止水性,及び周辺地盤の緩み防止などの配慮を必要としたこと

などが挙げられる｡

目 次

§1. まえがき

S2. 全体工事内容

§3. 地質概要

§4. 工法の選定

§5. 鋼管矢板の沈設施工概要

§6. 使用機械及び設備

§7. 実施工程及び掘削沈設実績

§8. 埋戻し及び裏込注入工

§9. あとがき

§1.まえがき
近年,建設工事の大型化に伴い,掘削工事も大規模な

ものが多くなってきている｡また,都市部にあっては用

地的制約から,その性格も平面的な規模から深さ的規模

-の移行が見られる.一方これに対応して,従来の掘削

工法では考えられなかった大型の土留部材の使用も要求

されるようになってきた｡東京都水道局発注の "三郷浄

水場排泥調整池築造その他工事〟においては,長さ113m幅

62m掘削深 さ24mの開削工事 の土留壁 として,口径

1524mm,杭長54.6-58.6m,肉厚 19mmの鋼管矢板が採

用された｡

大口径鋼管矢板は,従来,主に鋼管矢板井筒のような

*関東(支)三郷(出)所長
**関東(支)三郷(出)副所長
***関東(支)三郷(出)

橋梁下部工や大型岸壁などの矢板として利用されており,

施工法も打込工法が主であったDしかし当工事のように

市街地の開削工事の土留壁として利用される場合は,施

工法も謂ゆる低公害工法が要求される｡

当工事に於ては, リバ-ス工法により大口径長尺鋼管

矢板を無騒音,無振動で施工したので,ここにその概要

を報告するものである｡

§2.全体工事概要
現在,埼玉県三郷市に建設中の三郷浄水場は東京都水

道局第4次水道拡張工事の主体をなすものであり,日最

大220万 トンの能力を有する東洋一の超大規模浄水場で

ある｡この内当診排泥調整池築造その他工事は,洗浄排

水ポンプ所,洗浄排水ポンプピット及び排泥調整池より

なり,地下24m まで掘削を行ない,これらの諸施設を築

造するものである｡

主要工事数量は

1.掘削,痩土処理 150,000m3 (112mx59m巾×

24m深)

2.土留支保工 150,000空m3

3.鉄筋コンクl)- ト躯体工 65,000m3

4.基礎杭工 (場所打コンクl)- ト杭,¢1500mm)

609本

5.建築工事 1式であるが,土留支保工工事の内,

土留壁として,当鋼管矢板が用いられている｡

本土留鋼管矢板の仕様は

口径 1524mm 肉厚19mm 材質STK50
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一般杭 J-54.6m 190本

である (図-1,図-2)｡

図-2 縦断図

S3.地質概要
当浄水場は,東京都葛飾区と埼玉県との境界に位置し,

江戸川と中川とに挟まれた地域にあり,国内でも代表的

な軟弱地盤地帯である｡地形はおおむね平抱で平均水準

は海面上僅かに1m～2mである｡地質的には,いくつか

の性質の異った地層が複雑に累重しているが,全体 とし

て特に支持力の乏 しい沖積軟弱層が発達 しているO支持

層となる東京襟層 (洪積層)は水準面下50mである｡

地下水位は全体として,ほぼ沖積層 と洪積層を境 とし,

上部浅層及び下部深層地下水の2層に分かれている｡上

部浅層地下水位は,ほぼ地表面迄あり東京湾の潮位に影

響される｡また,深層地下水は層境より40数mの水頭を

有する被圧状態となっている｡

本工事地域の代表的土質柱状図を表-5に示す｡

§4.工法の選定
現在,鋼管矢板の施工を低公害工法で行 う場合,既存

の工法を大別すると次の様になる｡(■次の段･上図参照)

しかし,当鋼管矢板のような大口径で長尺のものを,

無騒音 ･無振動で施工する場合には,在来工法のままで

の適用では不充分である｡また,過去に施工実績がない
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からといっていわゆる新工法の開発というわけには行か

ない｡従って工法選定に当っては,在来工法を基本にし,

改良を加え,いかに今回の規模に適合させるかが重要な

問題 となる｡

今回の工法選定上の留意事項を以下列記する｡

① 所定の深度まで確実に掘削でき,その実績を有し

ている工法であること｡

② 平面方向の連続削孔が可能な工法であること｡

③ 鋼管矢板は継手により喫合しているため正確な位

置に設置しなければならない｡従って,平面,鉛直

方向の設置誤差が小さい連込工法を採用 しなくては

ならないことO

⑥ 余掘部が少ない工法であること｡

⑤ 施工中,連込精度等の確認が可能な工法であるこ

と｡

⑥ 施工時,継手部に土砂及び埋戻 し材の流入がない

工法であること｡

⑦ 機械は汎用性,市場性があり,比較的改修が容易

であること｡

⑧ 施工途中,障害が生 じた場合引抜再施工が可能な

工法であること｡

勿論,工法選定に当っては,経済性,施工性が優先さ

れるが,上記の各項目は,在来工法適用上の基本的条件

として考えられる｡

工法の決定は上記各条件を基に在来工法を消去法によ

り選別 し,終局的にリバース工法を選定 した｡

なお,本選走時点で最後まで問題 となった事項は,前

記②項及び③項であったが,試験施工を条件に,先行鋼

管矢板の継手をガイ ドとする1)バースサーキュレーショ

ン ドリルを工夫,採用することにより高精度の連続削孔

が可能であると判断した｡

なお,秦-1に各工法の概要 と選定筒緯を記すO
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秦- I 工 法 比 較 表
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工法名 工 法 概 要 検 討 項 El 摘 要① ② ③ ④ ⑤ @ ⑦ ⑧

A 既ArL鋼管 矢板と継手をー】交合 し､管内にオーカ｣ を挿入し掘削を行 うと同時にジヤ./キで圧入する○ P1200L-40Mまでしかし､o 不可 誤差は大きい なし 出来ない 出来ない 汎相性はあるが¢1300は新規製作を要す 不可 掘削の信純度に欠ける

B 鋼管火.称f1空汚即こドリリングパケットを挿入し､アース ドリル機にて掘削oジ十../キ圧入と併用O ∫/ // // なし // ∫/ i凡拷㌢性はあるo ∫/ //

C グラブ-ンマ一にて掘削し､ベ ノト機を用い喜郎賢大.枚を揺動 しながら沈設するo /∫ ∫/ ∫/ なし 出来る /∫ ∫/ // 綴積鋼管と継手で嘆合しているため揺動圧入が絹稚.

D スクリューオーカ〇一にて､予め地館を総枠､安定液をオ-グー先端より拙出しながらオ-ガ-を引抜き､その後鋼管)i-板をri三人O Pi200a-30Mまでしか集約はないo // // なし 出来ない // Aと同じ ∫/ 圧入困蝕と判定

E 連続壁掘削機を用い別紙後､鋼管 ¢1000 可 小径のも 大きい 出来る 工夫により可能 1500M 可能 硯 イl三の機純では重ね削

I)iA縦を縫込むo までしか架轟lluまないO のであれば誤差は少ない 以上の4F.1:.削巾のあるものではない 鵜を行なわな くてはならない¢信輔度に欠けるo

ど リバース機を用い削孔後､鋼符k.¢3000 可 スタビラ 削孔約度 // / 市晩のも 可能

板を自重で沈設さすo p-70Mまでの爽紙がある イサーの取付等により精度は向上 を上げることにより少 (出来るo のでソト税位な改良で可o

隻5.鋼管矢板の沈設施工概要
5-1 フローチャート (図-3)

(笑葦:警慧惟.確認)

(話芸警 ノク)

(完 荒 芸悪霊)

(スライム除去確喜,G77)

(士望め尿し状況確孟AJn)

(窪禁豊纂管理)

(昭和52年2月時点)

5-2 仮設工

仮設関係の配置図を図-4に示すO

(1) ガイドトレンチの設置

泥水水頭圧の確保と泥水貯水槽の役割を兼ね,ガ

イドトレンチを設ける｡ガイドトレンチは,シー ト

パイル (III型/-10m)を打設し,幅2.5mの トレン

チとするOトレンチ内はGL-2.Omまでクラムシェ

ルにて掘削する｡

(2) 軌条の敷設

軌条基礎杭となるH型鋼 (H-300×300×10×15,

7-10m)を3mピッチに打込む｡次に基礎杭上に軌

条用桁 (H-300×300×10×15)を取り付け,その

上に走行用角レールを敷設する｡

(3) 櫓の据付

軌条上に,))バ-ス用櫓,及び鋼管矢板沈設用櫓

を組立て据付ける｡

(4) 付帯設備

泥水処理プラント,鋼管矢板仮置場,給排水,二

次側電力等の諸設備を施す｡

5-3 基準杭の施工

(1) 削孔
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リバース工法による長尺大口径毒発管矢板の施工

写真-1リバース用や ぐらとガイトレンチ

リバース用櫓 (写真-1)を所定の位置に据付け,

写真-2に見られるようなスタビライザー付の特

殊ビット(削孔径2000mm≠)を用いて削孔する｡基

準杭の施工精度は後施工の一般杭の連込精度を支

配するため,高い施工精度を要求されるO作業中

は,泥水の水位,及び孔中の比重,相性等の管理

写真-2基準杭削乳用 ドリルビット

を常に行う｡排出された土砂はノッチタンクで沈

殿させ,上澄水はガイドトレンチ内に循環させる｡

削孔中及び完了後は,超音波乱壁測定器にて孔の

曲り,孔壁の状況の把握を行う｡

(2) 泥水の管理

リバ-ス工法により掘削を行なう場合,循環泥水

の濃度は掘削速度に影響を与える｡孔中の泥水比

重が必要以上に高くなり過ぎると掘削速度は急激

に低下する｡一方,今回のように平面方向に連続

削孔 (港)を行なう場合は,特に孔 (港)壁の安

定上,泥水濃度を下げるわけにはいかない｡従っ



リバース工法による長尺大口径頚管矢板の施工

て泥水濃度 (比重 ･粘性)管理は厳格なものが要

求されるO今回の管理値は,比重p-1.04-1.08で

あったo

(3) 沈設 (連込み)

リバース用櫓を走行移動させた後,鋼管矢板吊

込用櫓を移動させ,所定の位置に据付ける (写真

-4)｡銅管矢板の吊込みは,櫓に装備した吊上げ

装置(電動ウィンチ,28kW)にて,鋼管上部を吊

込み,下部をクローラクレ-ン(50t吊)にて補助

する(写真-5).下杭は櫓の受け台にあずけ,中3
杭の溶接作業を行なう(秦-4参照)O溶接は

¢32.7mmの溶接ワイヤーを用い,半自動溶接器

にて確実に作業する｡溶接部の品質管理は,随時

放射線透過検査を行う｡また,沈設中の垂直精度

の確認は,継手方向及び継手直角方向の二方向よ

りトランシットにて行う｡

沈設作業が完了したら,孔壁測定器にて,二方

向の垂直精度を記録確認し隣接-般杭の施工デ-

タとする｡

(4) 基準杭の固定

基準株は次の隣接一般杭削孔時のガイドとなる

ため,動揺せぬよう固定しなくてはならない｡杭先

端部は鋼管を窓状に開口した流出口を設け,鋼管

の内部及び外側余掘部を深さ 4mまで (一般杭の

先端まで)根固めコンクリー トを打設するoコン

クリー トの打設はトレミ…管を用いるが,打設に

先立ちエアー))フト(トレミー管使用)により孔

底のスライムを確実に除去するO

桝松城.投托糾V()lJ3

杭頭部の固定は,頭部が泥水面下となるため,千

め取りはずし可能な短尺の鋼管矢板(l-2.0m,以

下頭部固定金物と称す)をセットしておき型鋼で

ガイドトレンチと結合固定する｡この頭部固定金

物は,隣接削孔時の))バースト))ルのガイドとして

の役割を有す｡

5-4 一般杭の施工

一般杭の連込用の削孔は,既設鋼管矢板の継手を利用

して掘削を行う｡掘削は写真-3及び図-5に示されて

いる特殊ガイド付ビットを用いて行うoこのビットは,

ビット中央のスイベル付ガイドが継手に喫み合い,同時

に芯ずれを防ぐために鋼管外周部に接触するガイドロ-

ラーを有した機能を備えている｡

鋼管矢板の沈設方法等は基準杭に準ずる｡沈設終了後

は,吊込用や ぐらの移動,スライム処理後車詰コンクリ

ー ト(oTck-100kgf/cm2-9.8MPa)の打設を行なうO

図-6に,以上基準杭及び一般杭の施工要領を示す｡

5-5 鋼管矢板の沈設順位及び閉合部

鋼管矢板を一方向から順次片押施工すると各々の杭の

傾斜偏芯が累積され,最後の閉合に支障をきたすことが

想定される｡従って当工事においては,基準杭間の16-18

本を1ブロックとし,両端の基準杭を先行施工する｡こ

の閣の-般杭は,両端の基準杭より交互に中央部に向っ

て沈設し閉合を図る｡

閉合部の鋼管矢板は,隣接杭の鉛直精度,偏芯等の資

料を基に現場加工をしできるだけ "せ り''のないよう沈

設するO従って閉合杭の継手は異形継手とした｡区ト 8

に "バグ'状に継手を加工した例を示すO

写真-3--般杭削乱用 ドリルビット 写真-4鋼管矢板吊込み用や ぐらと 写真-5鋼管矢板の吊込み
リバースや ぐらの入替作用
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リバース工法による長尺大口径銅管矢板の施工

誠ti削礼芯 1′830 号屈削礼芯 1.692 .掘削孔芯 1

】】 凍

海 √小ltぐ､て⊃一勉 強 ､読′嘩盛 Qh ＼藍 -,--I, '' L J/ /I

図-5 --股杭掘削用特殊ビット構造図

①基準杭の削孔 ②鋼管矢板の吊込み及び沈設 ③一般杭の沈設

腎

図-6 施工要領図

5-6 継手の止水注入

鋼管矢板を土留壁として使用する場合,継手部の止水

性の確保は重大な問題となる｡また,最も弱点となり易

い部分でもある｡

今回使用した継手は図-7に示す如くL-T型であり,

注入管挿入のスペースは狭い｡また,長尺施工を必要と

する (予め注入パイプを取りつけておくことは,荊述の

如 く継手がガイドとなるため無理である)｡このため,

¢17.3mmの小径のパイプを用いて次の手順によi)注入

6

作業を行った｡

(》 高圧ジェット水で継手を洗浄,排砂を行いながら

注入パイプを下部まで挿入する｡

② 所定の深度まで注入パイプが到達したら,高圧プ

ランジャーポンプにてセメントミルクを注入する｡

注入パイプは注入と同時に徐々に引上げる｡

③ 注入材は逸散及び硬化後の分離等により注入面は

降下する.(約5m～10m)｡このため再度セメントミル

クを注入する｡



リバース工法による長尺大口径鍋管矢板の施工

1/2ト300×90×10×15.5

図-7 標準継手詳細図

セメントミルクの配合は,ポンプ能力,注入パイプの径,

及び硬化後の強度等,種々の試験結果を基に次の配合を

採用した｡

1m3当りセメントミルク配合表

セメント 1,000kg/m3(普通ポルトランドセメ

ント)

ベントナイト 40kg/m3

水 590kg/m3

分散剤及膨張剤 1%以下

なお,注入量については各杭のパラツキが激しく,標

準継手容積の130%～200%値が記録された｡

5-7 泥水処理

リバース工法によu掘削を行う場合,廃泥水の能率的

処理が必要となる｡廃泥水は高濃度のSS分と,中詰コン
クl)- トによる高いpHを有しているoこのため,SS分
の処理については凝集剤を使用した固液分離方法を,

pH分については中和剤を使用した中和方法を今回採用

しているo以下処理方法を簡単に記すO

ll稚 さ,Jib-…'LL化縦 V川∴う

図-8 閉合部異形継手例

1.廃泥水をタンクに導き,無機凝集剤を添加し1次

凝集及びpHの中和を図る｡この場合連続処理とな

るので pH の中和は自動 pH制御システムをとり

中和剤の添加量をコントロールする｡

2.前項の泥水を反応塔に送り有機凝集剤を添加し,

流下させながらフロックを作成する｡

3.脱水槽内に投入されたフロックは,自動により脱

水される (含水比200%程度)｡フロックは脱水槽よ

り仮置場に搬出し乾燥脱水後更に廃棄物捨場で処理

する｡

本設備のフローシー トを図-9に示すO

なお,本工事に使用した泥水量は掘削土量の約105%,

この内廃泥水として処理した量は泥水量の約70%程度で

あった｡

S6 使用機械及び設備
本鋼管矢板沈設工事に関連する機械及び設備を表-2

に示す｡(受変電設備等,共通設備は除く)

廃′尼水池 泥水タンク 反応塔(フロック作成)

図一9 泥水処理装置7ローシ-ト
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flLT松姓l没托糾 V(JL .3

名 称 規 格 .型 式 機関出力 台 数 用 途

リバースサーキュレーションドリル 日立製 S-300 37kW 2fT 1,I.lu与り用

リバ-ス用櫓 ロー;/+製 KH-200 2子r //

鋼灯火-総社込用櫓 50トン姉 に動ウインチ求職i 28kW 2fT

Sot 170ps 1+i 桃 梓

- - /I- - 351 loops 1≠i ,テ糾;iLLlrTk用

三 朔 ビ ッ ト 可変式 41.7-2.0 2+I 抽消り用

特殊 カナイ ド付スタビライザー 2兆 /∫

ドリルパイプ ¢200×3.000m 38本 //

トレミーパイプ ¢250×3.000m 40本 申請コンクリ-ト打設用

バイブロノ､ンマ- KM2 40kW 1 那三松打込相

キト!1動i糾妾器

プランジャーポンプ 200kg/ぐnf 42Q/pun1 2fi 継手止水とi二人用

グラウト沈入圧力計 CMS100 2ナ; //

泥水処埋装音字'': 1式

及グラウトポンプ 5セット 要と込自:.入用

リバース工法による長尺大口径銅管矢板の施工

隻7.実施工程及び掘削沈設実績
7-1 実施工程

鋼管矢板沈設工事関係の実施工程表を表-3に示す｡

掘削機及び沈設諸設備2セットにて,施工総本数203本の

鋼管矢板を沈設するのに約320日の作業日数を要した｡す

なわち,1本当りの施工日数は320日/203本/2セット≒

3.2日/本となる｡

7-2 サイクルタイム

鋼管矢板沈設工事の内,掘削 (削孔)から鋼管沈設ま

での平均サイクルタイムを表-4に示す｡同表の内掘削

(削孔)時間より単位時間当り作業量を算定すると,

2.7m/時間,6.9m3/時間 (削孔径¢1800mm)となる｡ま

た,連込時間中,溶接作業時間は1箇所当り1時間30分

(継手ピースの溶接作業を含む)要している｡

7-3 沈設精度

一般杭の掘削精度は,隣設鋼管矢板の継手をガイドと

するためこれに支配されるoLかし,逆に,このガイド

部でビットを拘束しているため,スイベルの摩擦抵抗を

介在し,ビットの回転及掘削抵抗により反力を生じ偏削

孔が生じる｡これらの制御は主としてビットの回転方向

を反転することや,カウタ-ウエイトを取りつけること

によったが必ずしも完全であるとは言えなかった｡施工

衰-3 鋼管矢板沈設工事実施工程表

日. + 単 数 昭和52年5月 6月 7月 8月 9月 Io月 11月 12月 S53年 1月 2月 3月位 畳 10 20 10 20 10 20 10 20 ー0 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20

求式_ Ii H 組立打'入(南.]L) 組立⊂:⊃ il 北打込 卦 南引‡友東香寺T込 1瞥 解汰Eq東.北.西弓l‡友Il l

運専云工南南西東北顔 式式.本 1】656356829 ∫

幣 当 2本 l

4 埋戻し工南南西A北香 !
-■l-←-

l l

南南西東北西 656356829 5 l ⊂】⊂::⊃

南南西栄北西 [ ー30I/7013658 】24時問完全作糞

一

l l

月間鋼管矢板施I数登木/計月 l 7本/

継手那注入工 木/台.月 2本/ 23本/ 19本/(2台×0.3別 -

集込注入工 本/台.月 138本/(3,38x日H 204凍/

摘 要 1.鋼管矢板沈設工は.捌り連込み及び中芸喜コンクリート打設迄とする0 71}二∴o川
2.同上作業時間帯は.掘削は昼夜(24時間).連込はAM6.00-PM8.00を標準とするo



リバース工法による長尺大口径頚管矢板の施工

表-4 鋼管矢板沈設工事平均サイクルタイム

IJり松姓1.PLL化繊 V()L∴う

1日 2日 l l

246810121415182022 246810121416182022l E
+16 段取

LDLD⊂)-53.0 ･ 裕福時 間 1.5時 間′1個 所 ×4個 所 -6時 間吊込み ′′芯 調聖 4時 間20分計 10時 間20分

LLN⊂> /.＼ 演て感 日 卜レ ミ-管建 込 50分ス ラ イ ム処理 1時 間10分コ ン ク リー ト才T設 2時 間 0分

しこ)勺~Ln▽ √ヾくつ√＼一⊂〉し＼｣ 十%<各 ---- 耕一-ラ耶中ロ州y? 計 4時 間 0分利札径 1,800mm 作業時間

合 計 累 計

工櫓 掘 削絞 取 3時40分 3時40分

掘 削 20 20 24 00
櫓 移 重力 ｣｢ 2 00 26 00
連 込 F_RIL取 ｣｢ 140 27 40
jt鋼 管 連 込 10 20 38 00
抑 片 付 ｣ 2 00 40 00

- 中主喜コンクリ- 4.00

ジャンクシヨ/;主久 6 00

裏込注入(2ヶ所/1本) 11 30

(ラ ¢

4;2Zo.030400 平士qz三三766; 魁
10

1 1 1 1 1 ー1 1 ー 11 1 1 1 1 1 1 1
600 8001.0001,2001.4001,600一,8002,OCO2.0抑2,0002,∞ot,8001.6001.4001200i,0008006(沿
i l l l l ～l l 以 以 l l l l l ～ ～ ～
1 1 1 1 ー 11 l T T l l l l 1 1 1 1
500 600 800 1,∞01.200 1,ヰool.6001,800 ;,8001,600lAOOL2001,000800600 500

図-10 鋼管矢板沈設精度分布

総本数の約20%の杭の削孔は,鉛直精度 1/500程度であ

り当初目標とした1/800-1/1,000精度に達し得ず,修

正掘削を必要とした｡

次に鋼管矢板の沈設精度であるが,図一10に示す如く

平均 1/1100とかなり良好な結果が得られている｡この内

1/500-1/600の杭は閉合部に多い｡誤差が累積された

ものと考えられる｡

図-ll,図-12は完全閉合後の鋼管矢板頭部の "おさ

まり"誤差分布を示す｡

(-)誤差

図-11 鋼管矢板おさまり状況(平面)

これら山留壁の旋工精度は,本体建築物の地下外壁と

山留壁との間の余裕 (腹起し設置等)に関連する｡

本鋼管矢板土留壁の場合,次式を満足する各施工精度

が要求されたこととなる｡

D｡≧IH｡△Ymax/lI+l△Y｡max壬十6+d

D｡;設計上の地下外壁と山留壁の離れ

H｡:根切底までの深さ

△Ymax/i:鋼管矢板継手直角方向の連込精度 (最

大値)

△Y｡max;鋼管矢板頭部継手直角方向 "おさまり…
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西松埋設技雑 VOL.3

継手方向 一oo90 継手直角方向80

沈設位置 67本(33%) 69本70(34%) 66本

I.＼ 墜三三空 51本∴ 605040 (33%)施工総本数 233*(16%)

4与p*(25%)
(22%)

△x
24本 30 023本
(12%) (11%)

吟声(8%) 20100 1字耳

6%)

±101±76±51±26±0±0 ±26±51土76±101
以上 l l l l i l l l 以上

管芯の"ズレ〃量 (mm)

図-12 鋼管矢板おさまり状況(立面)

誤差 (最大値)

♂;最終掘削時鋼管矢板最大変位量

d:施工上必要な山留壁と外壁との最小離れ

§8 埋戻 し及び裏込注入 (余堀部地盤改
良)
8-1 埋戻し

鋼管矢板と削孔壁間の余掘部は,他の杭のリバース削

孔時より得られる良質な砂質土で埋戻した｡埋戻しはリ

バースサクションホ-スを利用し,図-6-③に示す如

く3-5本のグループの両端杭に,予め継手直角方向に

仕切プレー トt-4.5mm～9mmを取付け,地山に喰い込

むよう沈設させておき,この間を同時に埋め戻した｡

仕切プレー トは,連続削乱した妻方向の土留として,

隣接杭削孔時のガイドとなる継手部への埋戻し土砂の流

入を防止する｡

連続して削孔された溝は,泥水の劣化,及び溝壁面の

安定上,長期間放置することはできない｡また溝長も,

あまり長大となるとアーチング作用が失われ 溝壁の安

定性は急激に減少する｡従って,埋戻しはこれらを考慮

し,溝状での放置日数を2週間,最大港長10m (鋼管矢

板5本以下)を最大限度とし,埋戻しを実施した｡

8-2 埋戻 し部の性状

埋戻し部分の土質工学的性状は,当該工事と並行して

行なわれたリバース杭 (¢1500mm)の空打部を利用し,

鋼管矢板と同一の埋戻しを行い,標準貫入試験を行うこ

とによって推定した｡

10
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この試験結果で

① 泥水で満′二され限定された空隙部を,土砂 (砂質

土)で液状に投棄捜戻した場合,この部分の標準貫

入試験結果はN値0 (ロッド自沈)であった｡

② この埋戻し部の経時的強度増加は,ほぼ期待され

ない｡

の2点が判明した｡本事項は,ある程度予測されたこと

であったが,改めて埋戻し部の対策の必要性を感じさせ

られた｡

8-3 裏込注入試験工事

当工法による,埋戻し部の地盤改良の必要性は,

(訂 前項サウンディング結果は,必ずしも埋戻し部の

地盤強度を示すものではないが,少なくとも一つの

指標となること｡すなわち,設計条件として採用し

た削孔前の地山の強度が,掘削埋戻したことにより

劣化していること

(多 士留壁においては,壁背面側 (主働土圧側)の地

盤のゆるみ及び掘削側 (受働土圧側)の地盤強度の

劣化が,土留壁の変形,断面力を著しく増大させる

こと

③ 本鋼管矢根の先端部は被圧砂磯層に根入されてお

り,根切掘削時,この埋戻し部より湧水,ボイリン

グが懸念されること

等の理由による｡

試験工事は,8-2項の試験個所にて,セメント･ベ

ントナイトモルタル(以下,CBと略す)を注入し,材令
米 l米兼

14日目に,標準貫入試験,孔内横方向載荷試験 (LLT)

及び現場透水試験を実施した｡試験ボーリング位置は,

注入孔より1mの地点である｡

試験工事の結果を表-5に示すOこれによれば,改良

後の埋戻し部の各土質性状は,削孔前の現地盤 (地山)

と同等以上に改良復元されている｡

8-4 裏込注入工

裏込注入は,軌条及びガイドトレンチを撤去し,また,

継手止水注入を施した後,試験工事に準じて実施したC

注入効果の把握は,試験工事と同じ確認ポ-リングで

行われたく表-5)O注入位置及び確認ポーリング位置は

図-13に示すとおりである｡

なお,上層5mの部分については,CB注入に先立ち,

LW 注入を実施しているOこれは試験工事において,CB

注入時GL-10m以浅の部分でプロ-現象が生じた為,

これを防止する目的で行ったものである｡

〔注]･･" ,… ､x 本試験項目は,不据乱資料の採取が

困難であり,いずれび現位置試験を採用しているO



l)パース工法による長尺大口径頚管矢板の施工

秦-5 裏込注入試験結果

粥松IiiL投緒戦 V()L.､う

TPふー6 Sral.～,工3:羊ミ012032.50iT棚 諾Nfi自 日/9,+巷 か 卜,,1.ill賢二i;cm ,/see 喜kかcrTrt ∴ 桓】 回孟那奉cm/sec 如 万轡 ､白蟻 .C'Tt与 ;主 人 刺 ! 】巨 10霊 チ削 り その他

- 投 手も T P - 5 3 .0 1u i. 【Hg+≡.≡u5_ 【+ ≡≡∈ ′∴,∫′′ytA{: FFi～】川 .520 .1 ∃; ～】】 2.5xlO､ 3.5 O 16 ll - 一 冊 LWl.歳 告 ,,.㌶払 う;~て 】mlや5
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三三

冬 空 旦 d E ニ 嬰 且
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図-13 注入位置撰

§9. あとがき
本工事の着手時は,長尺大口径鋼管矢板が土留壁とし

て採用された "はしり''の時期であった｡従って,過去

の資料,実績は皆無であり,施工当初はトラブルも少な

からずあり,否応なく施工法の改良が迫られた｡また,

宿題として残された事項も多々あった｡

幸いにして,当工事は在来のリバース工法の応用とい

う形で,一応終了することができたOこれは企業先の東京

都水道局の関係各位はじめ,実際に施工に当った㈱鴻池

級,及び本支店の御指導,御努力の賜物と感謝する次第

である｡

しかし,土留壁としての当工事の成果は,今後の根切

工事の状況を見て判断しなくてはならない｡特に継手部

の速水性,埋戻し部の改良効果等は,根切に伴う鋼管矢

板の変形後にその善し悪しが評価されよう｡勿論これら

の事項は根切施工方法等に大きく左右されようO現在根

切工事は準備中であり,今後の責務の重さを感じる次第

である｡

最後に,当工事に当って気づいた点を以下に列記する｡

1.遮水性を特に要求される土留壁にあっては,既存

の継手構造では不充分であり止水対策のしやすい構

造を今後考案して行かなくてはならない｡

2.リバース工法による鋼管矢板沈設工法は,余掘

部の埋戻しが問題であり,今後,経済的項充方法,

.及び材料の開発をして行かなくてはならない｡

3.今回採用した継手は, りバ-スピットのガイドと

しては強度的に弱い｡削孔中の継手の変形が原因と

みなされる孔曲りも若干あったように思われる｡継

手は,製作誤差及び連込誤差等による "せ り''を緩

和するため余 り堅固なものであっても不都合な場合

もあるが,ビットガイドとしての強度は保有すべき

であろう｡

4.現在,連続地中壁は,施工機械上の制約から,壁

厚が限定され 大口径鋼管矢板ほどの断面抵抗を有

する土留壁は特殊な場合を除き不可能であるが,今

後,大望厚のものが開発された場合,当長尺大口径

鋼管矢板沈設工法がどう評価されるか非常に興味深

い問題であろう｡

ll


